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したことを述べている。また、この無声放電型DPFをSDeDPF（Silent Discharge type of 
electric DPF）と呼ぶこととし、この装置の放電電極の総面積とPM除去率には密接な相
関関係があることを明らかにしている。 
 第6章では、製品化を想定したSDeDPFのコンセプト、目標値、その達成手段をまと
め、PM除去率を更に向上させるための独自の向上策として、特殊な電極材料、多層化
（8層）、放電電極面積の縮小化、乱流ブロックの設定などを決定したことを示してい
る。 
 第7章では、SDeDPFのPM除去性能、PM除去メカニズムの実験検証、電圧電流特性な
どの実験評価装置及び実験結果について述べている。結果的に、本装置のPM除去性能
は、95.6%と高いPM除去率を達成し、小型・軽量で、低温度にも適応できることを示
している。 
第8章では、本論文の結論であり、本研究で得られた結論を総括するとともに、今後
の課題について述べている。 
